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　新年あけましておめでとうございます。
　会員の皆様におかれましては、令和５年の
新年を穏やかに迎えられましたこと、心から
お慶び申し上げます。
　また、日頃から県会の会務運営と役員及び
事務局職員に対するご支援とご協力を賜り、
改めて感謝と御礼を申し上げます。

　まずは、令和５年４月１日より「民法等の
一部を改正する法律」の施行についてです。
所有者不明土地問題解決を目的として、民法、
不動産登記法を含めたいくつかの法律が改正
されます。主な改正される点は、「相隣関係」
「共有制度」「所有者不明土地管理制度」「相続
制度」であり、これらの改正により、土地利用
の円滑化が図られます。また、新たな財産管理
制度が創設されます。これは、調査を尽くしても
所有者やその所在を知ることのできない土地・
建物について、利害関係人が地方裁判所に申し
立てることにより、その管理人を選任してもらう
ことができる制度です。管理不全状態にある
所有者不明土地が、全国的な社会問題となって
いるなか、我々土地家屋調査士が不在者財産
管理人として、その実務に携わることは、我々
土地家屋調査士の職能への期待の表れであると
思われます。当会としましても、各方面にアン
テナを張り、情報収集を行い会員の皆様へ情報
を発信していきたと思います。
　改めまして、土地家屋調査士法の改正を受け、
令和３年度よりスタートした年次研修を受講
していただけましたか？ここ数年減っていた
一般の方からの苦情が若干ですが、増加傾向に
なっています。我々土地家屋調査士は、あらた
めて国家資格者としての高い資質や倫理が求め
られています。同じ土地家屋調査士として役員
の立場上会員に事情聴取し、時に注意指導する
ことは非常に心苦しいものです。年次研修の

意義と内容を十分理解し、今後そのような案件
が減少することを切に祈ります。

　一昨年の５月に会長に就任して以来、会員の
皆様に直接お話しできる機会が持てず非常に
忸怩たる思いでおります。しかし、少しずつ
ではありますが、感染症対策を取りつつ、理事
の皆様や支部長の皆様と懇親会等を開催したり
しました。さらに、私の地元の西福岡支部
の研修会等も参集して開催されましたので出席
し、皆様の元気なお姿を垣間見ることができて
安堵したところです。今年の県会の総会では、
ぜひとも皆様のお姿やお声に接することが出来
ますよう、この困難を乗り切れることを祈って
います。

　今年の干支である兎年は「飛躍」や「向上」
の年と言われます。今年も烏飛兎走な１年になる
と思われます。全ての会務運営に対し誠心誠意、
獅子博兎で対応して行きたいと思います。残り
４カ月ほどの任期となりますが、最後までよろ
しくお願いします。
　最後になりましたが、会員の皆様、ご家族、
事務所職員の方々にとりまして、今年一年が
ご健勝で明るく飛躍の年になりますようご祈念
申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。

FUKUOKA
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新 年 の ご 挨 拶
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　会　長　岡　田　潤一郎

福岡法務局長　大　手　昭　宏

新 年 の ご 挨 拶
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　新年明けましておめでとうございます。
　福岡県土地家屋調査士会会員の皆様におかれ
ましては、つつがなく新年を迎えられたことと
心からお喜び申し上げます。また、貴会及び会員
の皆様には、平素から不動産の表示に関する
登記手続を通じ、不動産登記制度の充実・発展
と登記行政の円滑な運営に格別の御理解と御協力
を賜り、厚く御礼申し上げます。
　昨年夏、新型コロナウイルスのＢＡ. ５系統
への置き換わりによる新規陽性者数の急速な増加
に伴い、診療・検査医療機関等の外来診療を中心
に医療機関等への負荷が急速に高まり、また、
従業員が感染者や濃厚接触者となることにより
業務継続が困難となる事業者も増加しました。
感染拡大への対応については、社会経済活動を
できる限り維持しながら、感染防止策に取り組む
こととされており、福岡法務局としては、引き
続き、感染症対策を十分に講じながら、適切な
組織運営を行っていくこととしています。この点、
会員の皆様には、感染防止に有効な非接触型の
事務を可能とする登記のオンライン申請の利用
に御協力を賜りますようお願い申し上げます。
　さて、御承知のとおり、所有者不明土地問題
の抜本的な解決のため、「民法等の一部を改正
する法律」及び「相続等により取得した土地
所有権の国庫への帰属に関する法律」が令和３年
４月に成立・公布され、本年４月１日には、所有者
不明土地管理制度等が、同月27日には、相続土地
国庫帰属制度がそれぞれ施行されます。
　会員の皆様には、これまでも、表題部所有者
不明土地解消作業において、所有者等探索委員
となるなどして御協力いただいているところです
が、新たな制度等を実り多いものとし、国民の
関心と期待が大きい所有者不明土地問題等に
関する諸施策を更に推進するには、今後とも貴会
及び会員の皆様の御尽力が不可欠でありますので、
引き続きのお力添えをお願いいたします。

　また、平成の時代から引き続き行われています
登記所備付地図の整備に関しても、その重要性
は一層増しており、地積調査事業における寄与を
含めてこれまで以上の御尽力が望まれています。
　加えて、昨年は、令和４年４月14日付け法務省
民二第535号民事局長通達「表示に関する登記に
おける筆界確認情報の取扱いについて」が発出
されたことから、当局の土地建物実地調査要領
の改正に向けて、貴会と協議を重ね、同年８月
31日付けで同要領を改正し、同年９月30日から
施行しているところです。今回の改正では、筆界
確認情報の提供に関して、当該通達等の趣旨に
沿った見直しを行っているところ、改正後の実地
調査要領が円滑に運用されるためには、会員の
皆様の御理解と御協力が必要不可欠なものとなり
ますので、皆様方の御協力をよろしくお願い
いたします。
　土地家屋調査士の皆様の活躍の場が大きく拡大
している近時の状況において、令和２年８月には
改正土地家屋調査士法が施行され、土地家屋
調査士は、不動産の表示に関する登記及び土地
の筆界を明らかにする業務の専門家として、不動産
に関する権利の明確化に寄与し、もって国民生活
の安定と向上に資することを使命とすることが
明確にされましたが、刻々と変化する社会情勢
の中、今後の新たな制度等における皆様の役割
はますます重要となっております。
　法務局においては、所有者不明土地問題の解消
に向けた相続登記の促進はもちろん、新しい制度
を幅広く推進していくために、より一層効果的
な広報に取り組むとともに、貴会及び会員の皆様
と連携・協力し、引き続き、国民から期待される
登記行政を推進していく所存ですので、本年も
よろしくお願い申し上げます。
　最後に、貴会のますますの御発展と、会員の
皆様の御健勝と御活躍を祈念申し上げ、新年の
挨拶といたします。

FUKUOKA

新 年 の 御 挨 拶

新 年 の ご 挨 拶

会　長　日　野　智　幸

　日本土地家屋調査士会連合会
　会　長　岡　田　潤一郎

福岡法務局長　大　手　昭　宏

新 年 の ご 挨 拶
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　新年、明けましておめでとうございます。
　福岡県土地家屋調査士会員の皆様方におかれ
ましては、心新たに新年をお迎えのことと存じ
ます。また、日頃から日本土地家屋調査士会
連合会（以下「連合会」という。）の活動に御理解、
御協力を賜り、誠にありがとうございます。
　さて、この数年は、社会全体において新型
コロナウイルス感染症拡大の影響を受けながらの
毎日でした。福岡県会の皆様におかれましても、
日々の業務や生活面等々に感染対策と創意工夫を
凝らして過ごされていることと推察いたします。
　ところで、昨今の専門資格者の社会的評価に
ついて、社会貢献活動を抜きに語ることはでき
ません。連合会といたしましても土地家屋調査士
としての能力を生かした社会貢献活動は、重要
な要素だと考えています。これまでも、連合会は、
全国の単位会の協力の下、地図づくりの主たる
担い手の立場から、経済効果や自然災害への事前
復興などの多角的な視点から、地図づくりの
有用性と重要性を社会に対し、強く、広く発信
してきたところです。今後においても、会員の
皆様とともに自分たちの組織の歴史と情報を共有
することにより、意識の共有につなげ、更には
行動の共有へと進行し、未来を共有し、社会貢献
活動を継続することが、土地家屋調査士制度と
国民生活をつなぐ大いなる架け橋となるものだ
と理解しています。
　さらに、所有者不明土地問題に関連する一群
の法整備として、土地基本法の一部改正による
土地所有者の責務の規定、民法の一部改正による
相続登記の義務化、相続土地国庫帰属法の創設
等、国民生活に影響を及ぼす事態が想定される
法整備がされています。これらの潮流は、私たち
土地家屋調査士が、所有者不明土地問題解決に
資する専門職者としての期待を背負うことを意味
すると考えており、社会に安定した生活を提供
する職責を全うするため、連合会としましても
全力で対応する覚悟であります。

　また、地球規模で掲げられている持続可能な
開発目標（ＳＤＧｓ・目標11住み続けられるまち
づくり）をも念頭に入れた活動として、狭あい
道路の解消に対し、緊急車両等の乗入れ困難な
道路環境の整備、災害時の避難経路の安全確保等、
土地家屋調査士としての経験と能力を生かした
方策を提言し、実行することにより地域防災と
地域互助に寄与することは、土地家屋調査士を
核とする組織として必然とも言えます。
　これら、様々な社会的変化を隣接法律専門職
として、また不動産の表示に関する登記の専門家
として、さらには土地の筆界を明らかにする業務
の専門家として、正しく国民の皆様に伝えていく
責務が、私たちには課せられていると理解して
います。
　以上のような動向からも、昨年に引き続き本年
も土地家屋調査士制度に対する社会からの期待
に応えるよう、まさしく正念場ともいうべき年
であるとの認識が大切であると存じます。　
　そして、全国土地家屋調査士政治連盟とも強力
に連動し、活動体制を整えていきたいと考えて
いますが、福岡県会の皆様におかれましても、
土地家屋調査士政治連盟の必要性・重要性に
対し、更なる御理解と御協力をお願いします。
　最後に、新しい年が、福岡県土地家屋調査士
会員の皆様にとりまして、明るく希望に満ちた
一年となりますよう祈念申し上げ、新年の挨拶
とさせていただきます。

FUKUOKA

新 年 の 御 挨 拶

新 年 の ご 挨 拶

会　長　日　野　智　幸

　日本土地家屋調査士会連合会
　会　長　岡　田　潤一郎

福岡法務局長　大　手　昭　宏

新 年 の ご 挨 拶
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１　はじめに
　以前の会報ふくおか126号でも指摘しましたが、
所有者不明土地問題対策の一環として、検討されて
いた民法と不動産登記法の見直しがまとまり、
令和３（2021）年４月、「民法等の一部を改正する
法律」が公布されました。
　所有者不明土地問題がクローズアップされ、
政府は、所有者不明土地対策を重要課題として、
改正の具体的方向性を示して、段階的な制度改正
に取組むことを明らかにし、これを受けて、法務
大臣は、法制審議会に対して民法および不動産
登記法の改正に関する諮問を行っていました。
平成31（2019）年２月、法制審議会は、民法・
不動産登記法部会を設置し、検討を重ねた結果、
「民法・不動産登記法（所有者不明土地関係）の
改正等に関する要綱案」を作成し、「民法等の一部
を改正する法律案」と「相続等により取得した
土地所有権の国庫への帰属に関する法律案」が
令和３年の通常国会に提出され、同年４月、成立・
公布されるという経緯をたどりました。

２　所有者不明土地（建物）管理制度と管理不全
　土地（建物）管理制度の導入
　所有者が不明な土地や建物の解消を目的として
今回導入されることになったのが、所有者不明
土地管理制度と所有者不明建物管理制度です。
そして、土地や建物の管理がされず放置されて
いるため周囲に損害を生じさせている状況に対応
するため創設されたのが、管理不全土地管理制度
と管理不全建物管理制度です。所有者不明のまま
放置されている不動産への対処としてどれだけ
の効果が発揮できるのか、注目に値するところ
です。
　所有者が不明な土地について、利害関係人の

申立てにより、裁判所が管理人を選任すること
ができることになりますし（民法264条の２）、
建物所有者が所在不明などの場合には、土地とは
別に建物管理人を選任できることになります
（民法264条の８）。また、管理が不適当な土地や
建物であるため、他人の権利や利益を侵害する
恐れがあるときに、裁判所が土地（建物）管理人
を選任することができることになります（民法
264条の９、264条の14）。
　所有者不明土地・建物の場合には、管理人選任の
条件としては、必要な調査を尽くしても所有者
の所在を知ることができなかったという要件が
必要ですが、必要な調査とは何かは問題となり
ます。登記簿上の住所宛に郵便を送ったが、宛先
不明で返送された場合には、弁護士等を通じて
住民票や戸籍附票などの調査をし、親族等に連絡
したが、所在が判明しなかったということまで
する必要があるのかどうかについては、議論が
あるところです。
　選任された管理人は、土地または建物について、
独占的な管理権および処分権を有することになり
ます（民法264条の３第１項など）。このことに
よって、本来の所有者が土地または建物の管理権
や処分権を失うことになります。この点に注目
して、これまでの所有権の絶対性に関する考え方
が変更されたという指摘もあります。これに
対して、所有権の社会性・公共性の観点からは
当然という考え方もあります。

３　共有に関するルールの改正
　共有に関する部分ではかなりの改正があり
ました。これまで、共有物の管理・利用・処分
については共有者全員の合意を前提としていま
したが、共有者の一部が不明あるいは所在不明

FUKUOKA

小言幸兵衛の見た安土京都の謎解きの旅

 

西南学院大学法学部
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仮換地の建物表題登記の手法
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 総務部長　山　本　宰　三
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に適用されるのが原則ですが、この規定について
は、経過措置が設けられているものの、施行日
以前の相続にも適用されることになっています。
この点には注意が必要です。
　相続財産の管理については、一般的な規定は
なく、それぞれの場面に対応して定められていま
した。たとえば、いわゆる熟慮期間内であれば、
相続人は管理人を選任することが可能でしたが、
この期間が過ぎると相続人自身が管理すること
が原則となっていました。また、これまで「相続
財産管理人」と呼ばれる制度は、相続人不存在の
場合に用いられていて、基本的に相続財産の管理
は相続人の責任とされてきました。今回の改正
では、相続人不存在の場合に選任されるのは
「相続財産の清算人」という用語で説明されるよう
になり（民法952条１項）、それとは別に一般的な
相続財産の管理人制度を規定化しました。利害
関係人や検察官の請求によって、家庭裁判所は
相続財産保存のためにいつでも財産管理人を選任
できるという制度が設けられました（民法897条
の２第１項）。この管理人は、相続財産の保存行為、
相続財産の性質を変えない範囲内の利用・改良
行為を行うことができる権限を与えられています
（民法897条の２第２項）。
　もちろん、所在不明の相続人がいる場合には、
一般的な所有者不明土地（建物）管理制度を利用
することができますし、相続財産に含まれる不動産
の管理が不適切な場合には、管理不全土地（建物）
管理制度が利用できることになります。

６　不動産登記法の見直し
　これまで、共同相続における法定相続分に
基づく共同相続登記については、共同で行うのが
原則となっており、例外的に各相続人が単独で
できることが認められてはいたものの、遺産分割
の結果、あらためて登記が必要となることから、
共同相続登記はあまり利用されていませんでした。
　今回の不動産登記法の改正によって、相続に
よって不動産の権利を取得した者は相続開始から
３年以内に相続登記を申請しなければならない
とし（不動産登記法76条の２第１項）、罰則規定
も設けられました。しかし、罰則によって登記
申請を促進させることは望ましくないという批判

であるため、共有者間の協議することもできず、
財産の管理・利用・処分に支障をきたしている
例が多くありました。そこで、所在不明者がいる
場合の共有物の管理に関する事項の決定などを
容易にするための制度を創設することや裁判所
による共有物分割制度を整備することなどを
含めて、共有物の管理については共有者の過半数
の同意によって行うことができるようにするなど、
所在不明者がいる場合の共有関係の処理の方策
などが定められました。

４　相隣関係に関する改正
　相隣関係に関しては、これまで問題点が指摘
されてきた隣地の使用（民法209条）や竹木の枝・
根の切除（233条）などに関する改正がなされ
ました。そのほか、ガスや水道等の継続的給付
を受けるための設備の設置に関する規定（213条
の２、213条の３）が新設され、他人の土地への
ライフラインの設置の権利が認められたことに
なります。

５　相続法の改正
　不動産登記簿上、所有者不明の土地や建物が
生じる原因の一つとして指摘されてきたのが、
権利者の死亡後、未登記のまま放置されていた
ことがあげられます。相続人が複数の場合には、
遺産分割手続きが必要であり、その協議が難航
している場合もよく見られました。そこで、不動産
登記簿上は、所有者不明状態を防止する観点から、
遺産分割協議を促進させる仕組みを設け、一部
の相続人が所在不明の場合の遺産共有関係の解消
のための制度を導入するなどの改正が行われ
ました。
　相続人間で遺産分割協議が進まず、不動産が
放置され所有者不明状態になっていることも多く、
今回の改正審議では、遺産分割に関する期間制限
も議論されていました。最終的には、相続開始
から10年が経過した場合には寄与分等の主張が
できなくなるという規定を設けました（民法
904条の３）。これによって、相続開始から10年
が経過すると、原則として、法定相続分に従った
遺産分割しかできなくなるということになります。
一般的には、法律が改正された場合、施行日以降

FUKUOKA
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もあって、登記のメリットを強調する制度が設け
られました。これが「相続人申告登記」制度
です（不動産登記法76条の３）。法定相続分に
基づく法定相続登記ではなく、自分が相続人の
１人であることを登記官に申告するというもの
で、申告を受けた登記官が職権で登記すること
になります。この申告自体は、各相続人が自分
で行うことができ、登録免許税も課されないこと
になっています。また、この申告登記によって、
相続登記の義務を果たしたものとみなされます
（不動産登記法76条の３第２項）。もちろん、申告
登記を行った後で、遺産分割の結果、当該不動産
の権利を取得した相続人は、遺産分割の時から
３年以内にその旨の登記をする義務を負うこと
になります。
　また、今回の不動産登記法の改正によって、
権利者の氏名・住所の変更登記が義務付けられ
ました（不動産登記法76条の５）。

７　相続等により取得した土地所有権の国家への
　帰属に関する法律
　今回の改正議論の中では、「土地所有権の放棄」
に関する規定の新設も議論されましたが、一般論
として所有権の放棄を認めるのは適切ではない
として、最終的に「相続等によって取得した土地
所有権の国庫への帰属」という制度が設けられ
ました。限定的な範囲に限られますが、土地
所有権を手放すことが可能になったわけです。
相続または遺贈によって土地を取得した者だけが
申請できます。また、土地上に建物がないこと、
土地上に担保権や用益権が設定されていないこと、
他人の利用権が設定されていないこと、土壌汚染
がないこと、土地所有権の存在や範囲に関する
争いがないことなどの要件を満たしている場合
のみが対象となっているため、活用される場面
は限られています。

８　おわりに
　以上のように、所有者不明不動産問題への対処
として行われた土地所有や相続に関する民法
および不動産登記法に関する今回の改正を見て
きました。共有に対する考え方や相続と登記に
関する考え方が大きく変化することになり、国民
の生活にもかなりの影響を与えることになりそう
です。これまでも、所有者不明・管理不全の土地
や建物に関してさまざまな問題が指摘されてきま
したが、今回の改正によって、ある程度スムーズ
に処理できる場合も出てくるものと推測されます
が、今後の運用に注目したいところです。

FUKUOKA
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　長く生きていて何が楽しいかと云えば、今まで
分からなかったことが分かるようになった時で
あり、好奇心を満たしてくれることは、ボケ防止
にも大いに役立つと考えている。
　火縄銃は何であんなに構えにくい台尻になって
いるのだろうかと不思議でたまらなかった。
　国立博物館で火縄銃を見た時に、その件を説明
要員に質問したが分からないという。
　ある時、戦国時代の武器という本を見ていると、
種子島で伝わったのはヨーロッパ主流の銃では
なく、東南アジアで使われていた鳥撃ち銃と呼ば
れるものと分かった。鎧兜で武装した戦国武将
には願ったり叶ったりの形状であったからすぐ
に流行ったものと思われる。
　この様に本で分かることもあれば、現地に行か
ないと分からないこともある。

　ポンペイ遺跡で亡くなった人達が多かったのは、
金銀財宝を積み込むのに時間がかかったためだ
と評論する解説があった。現地に行ってみると、
噴火したヴェスヴィオ火山はポンペイから９km
も離れており、私が眺めてもまさかここまでは
被害も及ぶまいと考える距離であった。大方は
別荘として使った邸宅であり夏も過ぎて所有者
はローマに戻っており、残った使用人が管理して
いる状態だったので、ほっぽりだして逃げ出す
わけにはいかなかったに違いない。
　先程の評論は、おそらく現地に行ったことの
ない人の発言だと思った。
　今回、原付２種を使って、安土・京都の謎解き

の旅に出ることにした。門司からフェリーに乗り
大阪港からスタートし、帰りは自走で自宅まで
帰り着くという計画である。以下はその計画で
あるが、全てを書くと膨大になるので、その一部
を紹介することにした。
第１日目　船泊

第２日目　①伊藤忠兵衛記念館　②安土城跡見学

第３日目　③下鴨神社　④二条城　⑤方丈の庵跡

　　　　　⑥平等院

第４日目　⑦寺田屋　⑧三十三間堂　⑨清水寺

　　　　　⑩六角堂

第５日目　⑪緒方洪庵の適塾　⑫姫路城

　　　　　⑬備中高松城

第６日目　広島泊後福岡への帰路

【信長は自力で安土城天守閣まで登ったのか】
　正面から天守閣跡まで急いで登っても優に30分
はかかる。
　果たして信長はこんな効率の悪いことをして
いたのだろうか。
　きっと馬で駆け上がるとか横向きの籠で運ば
せたのではないのだろうかという疑問をかねて
から持っていた。
　受付そばに自由に使える杖が常備されている。
その内の１本を手に取り登り出したが、下って
来る観光客は２本手にしている。
　しまった、２本持って登るべきだったと後悔
するほど急な石段だった。因みに一番高そうな
石段を測ってみると 50㎝もあった。
　これでは戦国時代の小柄な馬や横向きの籠は
無理だと直感した。
　最初受付で、その質問をしてみたら琵琶湖側
から船を着けて馬で駆け上がったかも知れない
という。ついでに山城ではまず井戸を掘るのが
一般的だが、ここには井戸は１つもないという。
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　裏が琵琶湖だから水には事欠かないとの説明
を受けた。

で違っていたという。二百年以上経っても差別を
受けたままで、自分も同じように上へ上がること
はないのだと感じて、独立を決心したとあった。
　本当のことだろうかと疑問と好奇心が湧いて
いた。

　天守閣跡から反対側を見ると確かに琵琶湖を
見渡すことが出来る。明治 26 年の地図は干拓前
で直ぐ側まで湖が押し寄せて来ている。安土城
のあるこの場所は琵琶湖に突き出した小高い半島
なのだ。
　琵琶湖の対面には坂本城があったので、京都
にいる貴族や要人達は坂本城まで移動し、ここ
から船で安土城に入ったのではないだろうか。
そう考えれば、飲料水や宴会に必要な海の幸山の
幸は、裏山斜面から馬で運ばせたのも納得する。
第一用心深い信長が敵に攻められた時に逃げ道を
作らないはずはない。正面から攻める敵に対して
は、入口近くに陣取っていた羽柴秀吉らに守らせ
ながら信長自身は馬で裏山を駆け下り船で坂本城
まで逃げる計画ではなかったのか。学者ではない
年寄りの空想ではあるが、現地に望んで充分に
腑に落ちた。

　２時間で 400 円のバイク駐車料金を払い、
２時間で見学が終了するのだろうかと心配して
いたが、見学は30分で終わり、あと 30分は女性
学芸員を質問攻めにしていた。
　二の丸御殿は大まかに４ブロックに別れており、
入り口から遠侍の間、大広間、黒書院、白書院
と続き、入り口の遠侍の間でしか謁見できない
大名がいて、更に奥の大広間まで行ける大名が
いる。
　更に黒書院まで行ける大名がいたという。
白書院は将軍のプライベート空間で寝室などが
あったという。
　露骨に外様大名謁見の間とはなっていない
が、黒書院まで行ける大名はどの部屋も通れた
という。やはり記事にあった通り差別的謁見は
行われていたのだと確認した。
　遠侍の間で謁見を待つ外様大名は、狩野探幽
が書いた今にも飛びかかりそうな虎の絵の前で
何時間も待つことになる。どうも恐怖を与え萎縮
させようとの狙いがあったようだ。
　ここの廊下は鶯張りになっていて、忍者や曲者
が通ると、キュ、キュと音が出て、侵入者を確認
出来ると昔聞いていたが、どうも違うらしい。
廊下は釘を使わず、かすがいだけで留めてある
から単なる劣化で緩んで音が鳴るだけらしい。
入り口の遠侍の間が１番幅広の廊下でここが１番
音が鳴り、将軍のいる白書院ではほとんど音が
鳴らない。セキュリティーの観点からいえば
明らかに逆で、これは劣化によるもので、鶯張り

【二条城の永久継続の差別的謁見とは】
　二十数年前に雑誌の記事で、行政書士で入管
専門家として成功し補助者を百数十人抱えている
人が、しがないサラリーマン時代に二条城を見学
して、将軍への謁見場所が、外様、譜代、親藩
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は後付のことだと女性学芸員は解説してくれた。
　大政奉還は大広間の一の間、二の間で行われた。
将軍や大名の人形がその時の模様を再現していた
が、一の間には将軍が一人、二の間には大勢の
大名が頭を下げている。
　畳の数を数えると一の間は４列 12 行の 48 畳
あり、一段下がった所に二の間があり４列 11 行
の 44畳になっていた。数え間違いかと思って何度
も数えたが、間違いではなかった。
　偉く見せようと将軍席に奥行きを広く取った
造りになっていた。
　畳の数を数える暇人は、この小言幸兵衛以外
はおるまいと思った。

ある。真ん中に囲炉裏があったが、これは暖房
や煮炊きに必要だとの考えからあえて作られた
そうだ。
　この方丈庵は日野の山奥の巨岩の上に建て
られていたという。基礎を打ったりするのに巨岩
の上はなかろうと疑問を持っていた。現地の日野
に行くと、途中からはスクーターでも行けない
山道になった。矢印の案内に沿って登るが険し
すぎる。ここで足を滑らし斜面を転げ落ちたら
発見されるのは１ヶ月後かと思うと恐ろしく
なった。もう少し登ったら諦めようと思った時に、
やっと方丈庵跡の巨岩が見えてきた。なるほど
斜面ばかりで平地がないから巨岩近くの平地に
建てるしかないのかと納得した。

【鴨長明の自活生活とは】
　三大随筆と云われる方丈記を書いた鴨長明は、
終の棲家として京都日野に３m四方の方丈庵を
造って、54歳から没する62歳まで約８年間住んで
いた。
　方丈庵のレプリカが下鴨神社にあるのでまず
見学する。ここには詳しい資料も展示してあり、
彼を理解するにはまずここに立ち寄るべきだと
思う。長明は「ちょうめい」と呼んでいたが、
本当は「ながあきら」が正しい。竹で編んだふすま
みたいなもので組み合わせて作られていた。何故
復元できたかというと方丈記の中に、図面は
ないが詳しくレイアウトが書かれていたためで

　専門家の解説によると牛車２台で簡単に引っ
越しが出来るパネル方式だとあったが、これは
現地日野を確認していない人のコメントだと
思った。ここに家を建てるには、人力で運ぶしか
方法がないのだからパネル方式にならざるを
得ない。しかも同じ場所で没するまで住んでいた
のだから最初からこの場所が気に入っていたの
だろう。
　鬱蒼とした斜面しかない山の中に住むとは、
よっぽどの人間嫌いであったのだろうと思った。
解説によると親戚や友達に無心をして生活費を
賄っていたとあるが、８年もの間無心に応えて
くれるような奇特な人がいたのだろうか。素人
考えで恐縮だが、彼は和歌の選者であり、琵琶
の名手でもある。時々山を降りて、和歌の添削
とか琵琶の手ほどきとかの家庭教師をして生活
していたのではないかと思いを巡らした。ちなみ
に、ここから二条城までは 14km もある。都の
中心部まで徒歩で山道の往復だとかなりの重労働
である。昔の人は健脚だったのだと感心した。

FUKUOKA

☆二条城間取り

☆簡素な方丈庵のレプリカ



− 10−

120mの所にのれんの様な物を置き、ここを矢が
通る度に太鼓を鳴らし、それをカウントしていた
という。縁側の上には軒があり、遠くに飛ばす
ためには45度方向に矢を射ることになるが、低い
位置からでなければ、不利となる。従って座って
の競技で、弓の握り手も中央よりかなり低い位置
となる。
　矢も特殊な物で、矢じりはなく 90㎝、20g の
重量という。
　昼から明くる日の昼までに何本通し矢が通る
かを競うのであるが、記録では１万２千本矢を
射て、８千本が通ったらしい。
　弓は５本ぐらい用意し、弦が緩くなると本堂
の柱に弓を押し付けて、メンテナンスをしていた
という。「柱にその傷跡がありますよ」と言われた
が、確認できなかった。矢も 850 本ぐらい用意
し、回収して再使用をしていたという。莫大な
費用がかかるだろうと思ったら、千両を要したと
いうから藩の援助なしには出来なかった競技で
あろう。明治になって廃止されたのは、弓の
熟練者がいなくなったからと説明を受けたのだ
が、恐らくはスポンサーがいなかったためでは
ないかと推測した。ほとんどの観光客は表に
回って、縁側を見る者もいなかったので、本堂内
で競技が行われたと誤解して帰って行ったに違い
ない。近くに三十三間堂を見学したことがある
という人達がいたなら通し矢はどこで競技した
と思うかと聞いてみるのも面白いだろう。ちと
嫌味であろうか。

【三十三間堂の通し矢競技とは】
　京都蓮華王院は、長方形の建物に柱の数が33柱
あることから一般的に三十三間堂と呼ばれている。
ここで江戸時代以前から通し矢という競技が
行われていたらしい。
　中学生の時、国語か美術の先生がある侍が
競技中に全く矢が通らなくなったのを見て、年
老いた侍が脇差を抜いて、その侍の肩にぶすり
と刺してうっ血を除いてやると腕が軽くなり
その後はスイスイと矢が通ったという。腕の刀傷
が痛くて、弓を引く所ではあるまい、止血はどう
したのだろうと中学以来疑問の１つであった。
　年長のお坊様に早速尋ねてみると、「いろんな
伝承がありますがその様な話は記録にはありま
せん」とのことであった。時代劇小説のフィクション
をさもありなんと先生は得意げに喋ったのだと
思った。
　本堂内の端っこにイラストの矢が書いてあり、
ここから打ち放しました。出口付近には、ここ
が最後の所ですと説明してあったが、本当に本堂
の中で矢を打ったのだろうかと疑問が生じた。
　実際は外にある縁側で競技は繰り広げられて
いた。競技に使われていた弓は持ち手が中央より
かなり低い位置にあり、座って引いていたという。

【清水の舞台から飛び降りるとは】
　清水寺成就院日記の資料によると江戸時代に
清水の舞台から飛び降りた人は、引き止められた人
を含めて 234 人になるらしい。江戸時代当時は
舞台の下は木々が多く茂っており、地面も柔らか
な土であったために、死亡者は 34 人と少なめで

FUKUOKA

☆ナガアキラさんの住居跡らしい。

☆通し矢競技は縁側で実施された。

☆京都蓮華王院（三十三間堂）
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生存率は割と高い。
　高さは 12m もありビルの４階屋上から飛び
降りるようなものである。
　何故に飛び降りたのかというと、自殺ではなく
病気平癒や恋愛成就の願掛けのためであり、神や
仏が願いを成就してくれるなら命も助けてくれる
はずだと飛び込んだらしい。
　私も調査士として立派に大成するようにと願
を掛け飛び込んでみようかと思ったが、自分でも
大成しないと思っているのに、神や仏が助ける
わけもなかろうと断念した。（爆） 【備中高松城の水攻めとは】

　高松城と検索すると四国にある高松城が出て
くるが、ここは岡山にある高松城です。
　本能寺の変が起こった時に、羽柴秀吉はこの城
を水攻めで攻略中であった。高松城をぐるりと
囲んで川の水を取り込んだのだろうかとの疑問
があった。現地に着いたのは午後４時を過ぎて
資料館も閉館しており、説明モニュメントから
想像するしかなかった。高松城は湿地帯の斜面
に築城されており、そのそばを足守川が流れて
いた。川に沿って土手を築き、城を中心に平仮名の
「し」の字に囲んで、最後に上流で土手の内側に
繋いだと考えられる。モニュメントには、本丸
7.0 ｍとあり現存築堤 8.4 ｍとの説明があった。
おそらく軍師黒田官兵衛の配下に偵察部隊や測量
部隊がいなければ、この水攻めは成功しなかった
はずである。
　決して表舞台には出てこないが、測量部隊の
活躍が光っていると感じた。
　以上は小言幸兵衛の独り言であり、間違った所
があっても馬鹿な奴だと一笑に付してお許し頂き
たい。長々と読んで頂き、誠に有難うござい
ました。

　現在では舞台の下は整地されており、カチカチ
の土になっているから神や仏が助けようと思って
も先ず無理であると申し述べておきます。
　清水寺の中で、お守りなどを販売しているお姉
さんに、清水の舞台は何処ですかと尋ねてみた。
「あなたの居る正面です」と言われたが、狭い
板張りの斜面であった。
　能舞台で「人生50年～下天のうちに比べれば～」
と敦盛など舞う大広間かと思いしが、こんな斜面
の板張りかとがっかりすること請け合いですよ。
　観光バスや自家用車はかなり下の方に停めて、
自力で清水坂を登らなければならないので、ここ
を観光するなら足腰の達者な今のうちですよと
言い添えておきます。

FUKUOKA

☆清水の舞台から真下を眺める。

☆水攻めの説明図

☆途中見つけた竹中半兵衛の墓
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　令和３年度より県会役員の職を仰せつかるまで
「キュービー」という響きは聞いた事があった
ものの、それが表題の「日本土地家屋調査士会
連合会九州ブロック協議会」であるという事は
恥ずかしながら意識したことがありませんでした。
　そのような私が「日本土地家屋調査士会連合会
九州ブロック協議会」について紹介することは、
これまたお恥ずかしい限りなのですがどうぞ
宜しくお願いします。
　日本土地家屋調査士会連合会九州ブロック
協議会（通称「九B（キュービー）」）は、昭和43年
にその規約が制定されまた施行されています。
　九 B は、福岡法務局管内の各県の土地家屋
調査士会で組織され、各県会が相互に緊密な連絡
や協調をとり、共通の問題を調査研究して業務
の改善や進歩及び会員の福利厚生を図る事を目的
としています（規約第２条）。
　その会議としましては総会と会長会議があり、
今年は６月５日（日）に「ホテル日航福岡」に
て開催されました。これは九Bが輪番制をしいて
行事の開催を行っており、今年の当番会が私たち

福岡会だったためです。
　また、去る 10 月 22 日（土）23 日（日）には
オリエンタルホテル福岡博多ステーションにおいて
「九州ブロック協議会各部担当者会同」が開催
されました。これは上記規約第２条の目的を達成
するための事業として、規約第３条（各構成会
の運営並びに業務指導の研究）に基づいて行わ
れるものです。
　上記各部担当者会同では、各県会の総務部、
財務部、業務部、研修部、広報部、社会事業部
の担当者が各部ごとに集まり、日頃の会務運営
などについて意見交換を行います。他会の運営
方法や考え方が参考になる事もありますし、また
同様に福岡会の運営方法や考え方が他会の参考
になる事もあるようです。
　以上のように九Bは福岡会の会務運営において
大変有意義なものです。また、遠い土地の同じ
土地家屋調査士の悩みや考え方に触れられる機会
は普段無いため、一調査士としても大変意義深い
ものだと思いました。
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　皆様こんにちは。日々の業務、誠にお疲れ様
に存じます。
　さて、業務の上で、いろんな登記をされると
思いますが、今回、仮換地に建つ建物の表題登記
について、お話したいと思います。
　新興住宅地などでよく土地区画整理事業を
やっているところがあります。福岡市西区や、
新宮町、福津市、北九州市などなど。
　区画整理事業中の土地の上に建っている建物、
考えるだけでも面倒くさいものですが、従前の
土地（底地）と仮換地の関係さえ分かれば、
そんなに難しいものではないと思います。
　仮換地の建物の表題登記を受任されたら、区画
整理組合という事務所があります。まずそこに
行って、仮換地証明書と底地証明書を取得しま
しょう。
　もしかすると依頼者が持っている場合もあり
ますが、仮換地証明書には、仮換地の寸法と面積
が記載されています。又、底地証明書には、仮
換地の場所が、底地のどの部分に係るのか図面
に記載されています。

　あとは新築建物が、仮換地のどこに建っている
か測量して、底地のかかり方を見て、所在が
決まります。建物図面には、まず底地の地番を
記載して、その後に福岡都市計画事業〇〇土地
区画整理事業施行区域内〇〇街区〇号と記載
します。建物の底地の地番が里水道にかかる場合
は、〇〇番地先と記載します。
　家屋番号は、底地の地番が広く、仮換地上に
建物がたくさん建築されている場合は、登記申請
の際に家屋番号が変わる場合がありますので注意
が必要です。
　そして、建物図面に仮換地の形状を実線で描き、
底地の形状を点線で描画します。
　ここまでできれば一般の建物表題登記と同様
です。田舎の方では、なかなか土地区画整理事業
をしているところがないと思いますが、仮換地上
の建物表題登記はこういう手法で進めていく事
を知っておいてほしいです。
　分からない事があれば、いろんな調査士先生
に聞いてみて下さい。
　以上、簡単ではございますが、説明を終わり
たいと存じます。
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　北九州支部の社会貢献事業の一環としまして、
令和４年 10 月２日（日曜日）に北九州市が開催
している「市民いっせいまち美化の日」に今年
初めて参加し、清掃活動を行いました。
　毎年実施されている北九州市の「市民いっせい
まち美化の日」は「清潔なまちづくり週間」（10月
１日から７日）中の 10 月２日の日曜日を「市民
いっせいまち美化の日」と定め、市民の皆で地域
の道路、公園、河川、海浜等のいっせい清掃を
行い、令和３年度には参加者数 56,982 名、ごみ
収集量 302.8 トンの活動実績となっています。
　北九州支部では清掃地域を北九州市役所、小倉
城、勝山公園、福岡法務局北九州支局周辺など
で実施し、会員本人はもちろん補助者、家族の

方々も一緒に参加し秋晴れのなか北九州の街を
楽しみながら、とても気持ちよく清掃活動ができ
ました。
　当日は福岡県土地家屋調査士会の法被を着用
し広報活動も兼ねて活動しました。
　そのほかにも他団体や子供、年配の方達も多く
参加しており、北九州市の環境に対する高い意識
と活動が感じ取れました。
　来年以降も参加し、北九州市の街が少しでも
きれいになり県内外の方からのイメージが少し
でも良くなり、大人も子供もこの活動を通して
環境問題等のことを考えるきっかけになればと
思います。
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　「筑後平野の百万の生活の幸を　祈りながら川
は下る　有明の海へ…」
　混声合唱曲「筑後川」の最終第５楽章『河口』
の歌詞の一部ですが、大学時代混声合唱団に所属
していたため、学生同士の交流会で何度も歌った
定番曲のひとつとして個人的にすごく思い入れ
があります。
　四国出身の私がまさか 10数年後にこの筑後川
の恩恵を受ける百万の民の中のひとりになるとは
当時夢にも思いませんでした。
　現在私が所属する福岡県土地家屋調査士会
久留米支部は長年筑後川河川清掃活動に積極的

に関わっており、新型コロナウイルス感染拡大に
より令和２年度、３年度は中止となっていたこの
ボランティア活動が３年ぶりに開催されるという
ことで令和４年 10 月 30 日（日）に支部会員の
一人として「ノーポイ運動」に参加しました。
　おだやかな秋晴れの朝９時から会員の家族を
含め総勢20名で作業をした結果、思ったよりたく
さんのゴミを集めることができ、日曜の朝から
清々しい気分になりました。来年以降もこの
筑後川の美化活動を支部会員の皆様と一緒に
続けていきたいと思います。
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 総務部長　山　本　宰　三

 研修部長　平　木　裕　一

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

広報部長

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

 広報部理事　樋　口　節　美

西福岡支部　山　本　繁　樹

北九州支部 千　坂　昇　平

業務部長 魚　澄　　　清

◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

「市民いっせいまち美化の日」参加報告

久留米支部 串　田　達　治

第35回筑後川河川美化
「ノーポイ運動」に参加して

教授

令和３年の民法および不動産登記法の
改正による相続法ルールの変更

　池　田　直　之

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

日本土地家屋調査士会連合会
九州ブロック協議会

社 会 貢 献 活 動
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新入会員の紹介

FUKUOKA

　

しん　 はやしだ

　

所属支部 東福岡支部

入会年月日 令和4年2月1日

林田　真

登録番号 福岡　第2384号

けいきみやざき

所属支部 吉井支部

入会年月日 令和4年4月1日

宮﨑　桂樹

登録番号 福岡　第2386号

まさる　 つかもと

　

所属支部 久留米支部

入会年月日 令和4年4月1日

塚本　優

登録番号 福岡　第2387号

まことよしおか

所属支部 福岡中央支部

入会年月日 令和4年4月1日

　岡　誠

登録番号 福岡　第2388号

かずよし　 おばた

　

所属支部 北九州支部

入会年月日 令和4年4月20日

小幡　和由

登録番号 福岡　第2389号

みなひろわたり

所属支部 北九州支部

入会年月日 令和4年4月20日

廣渡　美奈

登録番号 福岡　第2390号

抱負・自己アピールなど 抱負・自己アピールなど

抱負・自己アピールなど 抱負・自己アピールなど

抱負・自己アピールなど

　何十年ぶりかに新社会人になった様な感じ
です。
　日々誠実に業務に励んでいます。どうぞご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

　令和4年4月より新入会員として登録させていただき
ました宮﨑と申します。
　実力、経験ともに不足しておりますが、自身の不明
を忘れず精進していきたいと思っております。
　ご指導ご鞭撻のほど、なにとぞよろしくお願いいた
します。

　様々な事案に対応できるように、日々
向上心をもって土地家屋調査士としての
知識や技術の向上を図っていきたいです。

　関わっていただいた全ての方に感謝の気持ち
を持ち、謙虚さを忘れずに精進していきます。
仕事を通じて社会に貢献し、たくさんの方々に
笑顔を届けられるように全力で頑張ります。
よろしくお願いします！

　平成8年合格後行政機関に勤めておりま
した。経験未熟で、測量しては悩んでばかり、
力仕事は多くの道具に頼ってとまだまだです
が、精一杯努めていきたいと思います。

抱負・自己アピールなど
　本年4月に入会いたしました小幡と申します。どうぞ
よろしくお願いいたします。
　私は、法務局出身であり、表示関係に携わる期間が
長かったので、その経験を活かし業務に邁進し、使命
を果たしていきたいと思っております。今後ともどう
ぞよろしくお願いいたします。
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新入会員の紹介

FUKUOKA

　

こうじ　 おがた

　

所属支部 八女支部

入会年月日 令和4年5月2日

緒方　晃司

登録番号 福岡　第2391号

ちかまつした

所属支部 直方支部

入会年月日 令和4年5月10日

松下　千香

登録番号 福岡　第2392号

としふみ　 かんだ

　

所属支部 福岡中央支部

入会年月日 令和4年5月20日

神田　敏史

登録番号 福岡　第2393号

ただきうら

所属支部 西福岡支部

入会年月日 令和4年5月20日

浦　忠樹

登録番号 福岡　第2394号

いちかつ　 こうら

　

所属支部 福岡中央支部

入会年月日 令和4年6月1日

小浦　一豪

登録番号 福岡　第2395号

けいたふるかわ

所属支部 南福岡支部

入会年月日 令和4年6月1日

古川　敬大

登録番号 福岡　第2396号

抱負・自己アピールなど 抱負・自己アピールなど

抱負・自己アピールなど 抱負・自己アピールなど

抱負・自己アピールなど

　毎日、実務の勉強と子育てに奮闘しています。
改めて諸先輩方の偉大さを感じています。
経験を積んで皆様に一歩でも近づけるよう
精進します。

　経験が浅いため、常に頭をフル回転させて、
悩み学びながら業務に励んでおります。諸先輩
方のご指導ご鞭撻を受けながら成長していき
たいと思っておりますので、よろしくお願い
いたします。

　まだまだ未熟ですが、常に初心を忘れず
に精進します。大切な財産を取り扱うこと
を意識し、満足していただけるよう努力し
ます。 

　よろしくお願いします。

　諸先輩方が築かれてきた、社会的役割を
積み重ねられるよう、自己研鑽に努め、精進
してまいります。

抱負・自己アピールなど
　誠実、丁寧に業務を行うことを通して皆様
に信頼いただける調査士になりたいと思いま
す。どうぞよろしくお願い致します。
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新入会員の紹介

FUKUOKA

　

あやこ　 みやざき

　

所属支部 南福岡支部

入会年月日 令和4年7月20日

宮﨑　彩子

登録番号 福岡　第2397号

くままる けんじ

所属支部 久留米支部

入会年月日 令和4年8月10日

熊丸　謙二

登録番号 福岡　第2398号

ひろとき　 なかしま

　

所属支部 久留米支部

入会年月日 令和4年8月10日

中島　宏朗

登録番号 福岡　第2399号

じょうじちぐさ

所属支部 福岡中央支部

入会年月日 令和4年9月12日

千草　條治

登録番号 福岡　第2400号

抱負・自己アピールなど 抱負・自己アピールなど

抱負・自己アピールなど 抱負・自己アピールなど

　最近は魚を捌くことに熱中しています。
未熟者ですが、これから経験を積み、お客様
に喜んで頂ける仕事が出来るよう頑張ります。

　全くこの業界は未経験ですが、よろしく
お願いいたします。

　経験も浅く未熟ではございますが、不動産
という大切な財産に携わる専門家として、依
頼者より信頼を頂けるよう努めて参ります。
諸先輩方にはご指導ご鞭撻の程宜しくお願い
致します。

　よろしくお願いします。
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FUKUOKA
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FUKUOKA

会員専用サイトへのログイン方法

①

②

③

図２ ログイン認証画面

図3 会員サイトTOPページ

図1 県会サイトTOPページ

＜福岡県土地家屋調査士会ホームページ＞

１. 　県会サイトトップページの左図の赤丸部分の①～

　　　③のいずれかをクリックします。

４. 　スマホで閲覧する場合は、PC（パソコン）表示に切り替えて下さい。

（ユーザー名とパスワードは、平成29年
　4月13日に福調発第27号にてお知らせ
　しています。）

２. 　図２のログイン認証画面が表示されますので

　　　ユーザー名とパスワードを入力しログインボタン

　　　をクリックします。

３. 　認証成功後に図3の会員サイトTOPページが表示

　　　されます。

図３　会員サイトTOPぺ－ジ

　　　　●キーワードから探す。

　　　　●カテゴリから探す。

　　　　　　・会員向け更新情報

　　　　　　・県会からの発信文書

　　　　　　・スケジュール

　　　　　　・各種ダウンロード

　　　　　　・研修動画

　　　　　　・資料センター

　　　　　　・境界問題解決センターふくおか
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FUKUOKA
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令和3年度
11月	15日	 企業情報誌の業者との面談
	 25日	 第2回支部長会議

12月	 6日		 福岡法務局との筆界特定に関する打合せ
	 	 総務部に関する打合せ
	 10日	 福岡法務局との綱紀事件に関する打合せ
	 15日	 第7回常任理事会
	 24日	 第5回理事会

1月	 7日	 福岡法務局長への年末挨拶
	 	 第2回正副会長会議
	 	 第3回制度対策委員会	
	 8日	 第8回総務部会・第4回財務部会合同会議
	 	 第1回紛議の調停委員会
	 13日	 第9回総務部会
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 24日	 第2回全体研修会の会長挨拶撮影
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 28日	 新入会員集合研修会（ご挨拶・講師）

2月	 8日	 第10回総務部会・第5回財務部会合同会議
	 	 ＪＲ九州施設部との打合せ
	 15日	 第8回常任理事会
	 16日	 銀行担当者向け研修会に関する意見
　　　　　交換会（電子会議）
	 25日	 第6回理事会

3月	 2日	 土地家屋調査士ＡＤＲセンター担当者
　　　　　会同（日調連電子会議）
	 	「新人実務体験研修」第1回講師選任委員会
	 3日	 令和4年度九州ブロック協議会当番会
　　　　　に関する第1回打合せ
	 9日	 第11回総務部会・第6回財務部会合同会議
	 15日	 第9回常任理事会
	 	 令和3年度の戸籍謄本等職務上請求書		
　　　　　使用簿の写しのチェックについて
	 16日	 新入会員の入会届受理時の面接

	 22日	 第10回広報部会
	 	 福岡法務局長の退官挨拶の対応
	 23日	 新入会員の入会届受理時の面接
	 31日	 福岡法務局首席登記官ほかの異動挨拶の対応

令和4年度
4月	 5日	 第1回総務部会
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 8日	 第1回九州ブロック協議会会長会議
	 9日	 第1回九州ブロック協議会会長会議
	 12日	 令和4年度予算調整会議
	 	 第1回常任理事会
	 15日	 令和3年度期末監査
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 19日	 第1回理事会
	 21日	 福岡県弁護士会新役員の新任挨拶の対応
	 22日	 第81回定時総会議案書の最終校正
	 24日	 第2回常任理事理事会及び議長等との
　　　　　事務打合せ会
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 26日	 第81回定時総会議案書ゲラ刷り校正
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 28日	 令和4年度九州ブロック協議会当番会に　
　　　　　関する第2回打合せ
	 	 福岡法務局との表示に関する登記に
　　　　　おける筆界確認情報の取扱いに関する
　　　　　指針の打合せ会

5月	 11日	 新入会員の入会届受理時の面接
	 	 第81回定時総会に関するホテルとの打合せ
	 12日	 新入会員の入会届受理時の面接
	 16日	 新入会員の入会届受理時の面接
	 19日	 令和4年度九州ブロック協議会当番会
　　　　　に関する第3回打合せ
	 27日	 第81回定時総会

6月	 1日	 第1回研修部会
	 	「新人実務体験研修」第1回講師選任委員会
	 	 第1回社会事業部会
	 2日	 第1回業務部会

FUKUOKA

会長会務日誌
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	 25日	「新人実務体験研修」第3回講師選任委員会
	 31日	 令和4年度九州ブロック協議会当番会
　　　　　に関する第4回打合せ

9月	 5日	 福岡専門職団体連絡協議会第32回定期大会
	 6日	 第4回総務部会
	 10日	 福岡県公嘱協会社員総会
	 16日	 山口会主催「地券発行150周年」記念
　　　　　特別講演会
	 20日	 新入会員へ登録証の授与について
	 24日	 平野実氏旭日双光章受賞記念祝賀会
	 30日	 鹿児島会研修会(九ブ副会長として出席）

10月	 1日	 鹿児島チャリティーゴルフ大会
	 5日	 九州防衛局業務課担当者の新任挨拶
	 	 第5回常任理事会
	 12日	 第1回全国会長会議（日調連電子会議）
	 14日	 中間監査
	 18日	 第4回理事会
	 	「新人実務体験研修」第4回講師選任委員会
	 22日	 第4回九州ブロック協議会会長会議
	 	 九州ブロック協議会担当者会同
	 23日	 第4回九州ブロック協議会会長会議
	 	 九州ブロック協議会担当者会同
	 24日	 九州ブロック協議会ゴルフ福岡大会
	 28日	 福岡銀行飯塚支店研修内容説明会

11月	11日	 北部地区支部長会議
	 2日	 第7回総務部会
	 5日	 第2回専門研修会
	 15日	 第6回常任理事会
	 25日	 第2回支部長会議
	 29日	 第5回制度対策委員会

	 4日	 第2回九州ブロック協議会会長会議
	 	 九州ブロック協議会令和4年度定時総会
	 5日	 九州ブロック協議会令和4年度定時総会
	 6日	 第1回広報部会
	 8日	 第2回総務部会・第1回財務部会合同会議
	 15日	 第3回常任理事会
	 17日	 第1回注意勧告理事会
	 21日	 日調連第79回定時総会
	 22日	 日調連第79回定時総会
	 23日	 第3回制度対策委員会
	 28日	 第2回理事会
	 	「新人実務体験研修」第2回講師選任委員会

7月	 5日	 第4回制度対策委員会
	 	 新入会員の入会届受理時の面接
	 7日	 第3回総務部会
	 8日	 令和3年度福岡専門職団体連絡協議会会長会
	 11日	 第1回中央地区支部長会議
	 13日	 あいち境界シンポジウム
	 15日	 南部地区支部長会定期総会
	 20日	 会員に対する注意勧告告知
	 25日	 第1回全体研修会の会長挨拶撮影
	 	 土地家屋調査士賠償責任保険等の打合せ
	 29日	 しずおか境界シンポジウム

8月	 1日	 新入会員の入会届受理時の面接
	 2日	 新入会員へ登録証の授与について
	 3日	 広報視察のため長崎会へ
	 5日	 第3回九州ブロック協議会会長会議
	 10日	 第4回総務部会・第2回財務部会合同会議
	 17日	 第1回筆界調査委員推薦委員会
	 	 正副会長会議
	 	 第4回常任理事理事会
	 19日	 新入会員へ登録証の授与について
	 22日	 福岡法務局との地図混乱地域の打合せ
　　　　　について
	 23日	 福岡法務局と福岡県土地家屋調査士会
　　　　　との事務連絡協議会
	 24日	 新入会員へ登録証の授与について
	 25日	 第3回理事会

FUKUOKA
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キャンペーン実施中！
2023年3月31　 まで金�

期間限定

表示登記申請システム

表示登記申請システム
大好評! 土地変遷（沿革）図

取得した登記情報をもとに土地の沿革図 （分筆や合筆によって

変更された情報）を作成します。

閉鎖した情報 （書面の登記情報） を追加する場合にも入力補助

を用意しているので、迷うことなく入力、簡単に作成できます。

●明治初期～現在までの土地の変遷を辿れます！
●分合筆、地目、地積、所有者を自由に登録！
●登記情報を取り込み、図を自動で作成！

オプション
- CADシステム

-請求･入金土地家屋調査士版
システム

- CADシステム- CADシステム- CADシステム

-請求･入金-請求･入金-請求･入金土地家屋調査士版土地家屋調査士版土地家屋調査士版
システム 電子帳簿保存法

改正に対応
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今年もよろしく
お願い申し上げます
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　会報を冊子としてまとめるため、多くの皆様方の支援があってようやく完成することができ
ました。そして、令和 5 年 1 月に会員皆様へこの会報を送ることができ、とても嬉しく感じて
います。ぜひご一読いただき福岡会の声を感じていただくと幸いです。
　広報事業に携わり、伝えることの大切さ、難しさを実感しています。会報は会員皆様ひとり
ひとりの声を聞き、さらにひとりひとりの声を発信することができる貴重な場所です。これから
も会報発刊事業を続けて行きたく望みます。

広報部長　　野　田　　　馨

編集後記

認定番号　第168号
法務大臣認証取得

まずはお電話を!!
センターをご利用の前に、
福岡県土地家屋調査士会などによる
無料相談会をご案内します。

平和台通

大正通法務局前
昭和通り

赤坂門福岡城・鴻臚館前

署
防
消

署
防
消

局
務
法

局
務
法浜の町

公園

地下鉄１号線（空港線）地下鉄１号線（空港線）
地下鉄赤坂駅

法務局前

平和台通り平和台通り 法務局前法務局前

境界問題解決センターふくおか

明治通り

ココ▼

MAP N




